
昭和61年 度 春季 第21回 舞 踊 学 会報 告

舞 踊技法 における男性 の表現 ・女性 の表現

総合司会 上林澄雄, パネラー 落合清彦, 実技構成 平野英俊, 若松美黄, 演技 神崎ひで貴, 藤

間多寿彰, 山本教子, 片岡通人

プログラム

I問 題の提起(若 松)

II原 理と原則について(上 林)

III日 本舞踊における実例1(平 野)『 関の小万 』『槍奴 』

IV洋 の東西における舞踊の性(落 合)

Vバ レエにおける実例1, 2(若 松)技 法分析, 『白鳥の湖 』より, 黒鳥, 道化, 『ジゼル 』2

幕, 他
VI日 本舞踊その2, 『双面 』『江戸土産 』『吉野山 』『八島 』

W恋 愛感情における性差

粗 まとめ～現状と展望

人類の舞踊はうな性差の様式化を含むが, 男は男性技法だけ ・女は女性技法だけとは限 らない。古典バ

レーは男女の使用技法に区別があるが, 単独の女性演者が男女両役を仕分ける伝統は, インド古典舞踊と

古典邦舞に顕著で, バ レーも近代では男女同一技法への方向を進行中だ。邦舞には舞踊が女方の担当だっ

た時代の伝統が残り, 本日実演する『槍奴 』も原形は半太夫 『色安宅 』三段 目の姫の独舞だった。同じく

『関の小万 』では女が丹前を踊る(丹 前は男女カブキ者起源で, 明治初演の『鏡獅子 』でも女が踊る)。

同じく『屋島 』『江戸土産 』では男女を仕分ける(こ れら上方舞は白拍子以来の女の男舞が遠源)。 同 じ

く『吉野山 』戦物語では立役と女方との鐡引きが原形だった。……大正の新舞踊運動は明治以来の女方廃

止論を推進 して, 女性技法を貞淑温順な内わ足の狭い技法に限定 し, 本来 は女 の若衆踊だった 『水仙丹

前 』や 『水木の槍踊 』などを女の踊りに改めて しまった……。(上 林 澄雄)

『双面 』の法界坊 (中央) ア ラ ベ ス ク ・パ ン シ ェ (女 性 の 技 法)
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日本 の 美男 の伝 統

日本 の美 男 子-い わ ゆ る二 枚 目は, 伝 統 的 に,

故 ・長 谷 川 一 夫 が 典 型 だ った よ うに, な ま めか し

く, 女 性 的で, 搦 朶 た る風 情 を漂 わせ て い る。 こ

れ は, 欧米 に はそ ん な に 見 られ ぬ 日本(な らび に

東 洋)の 特 色 で あ ろ うか と考 え られ る。

そ の原 因 の, お そ ら く根 本 の 一つ に は仏 像 の 美

の軌 範 が あ る。

そ して, 日本 文学 の,「 伊 勢 物 語 」 あた りか ら

由 来 す る “ま め 男 ”の 伝 統 が プ ラ ス され て い る。

源 氏 物 語 絵 巻 な どを み て も, 殿 上 人 の 男 性 は,

あ ま り男 性 的 に は描 か れ て いな い。

いわ ゆ る “マ ッチ ョ ”的 な もの は, 戦 後 アメ リ

カか らや って 来 た, バ タ臭 い匂 い の す る もの だ っ

た。 その 意 味 で, これ も故 人 にな った 石原 裕 次郎

な ど は, 著 しく戦 後 的 な 二 枚 目 とい え る。

新 派 の 二 枚 目に した と こ ろで, の っぺ りと した

人 形 の よ うな, 女 の 母 性 的, 保 護 者 的 な 心 を か き

た て るよ うな, 類 型 的 な 美 男 が 多 い。 苦 味走 った

二 枚 目は, 江戸 末 期 の, む しろ例 外 的 な存 在 で,

BALLETの 表 現 法 に つ い て以 下 述 べ る。 ま

つ 分類 法 を ど うす るか が 問 題 と な る。 バ レエでは,

具 体 的意 味 を持 つ も の も, 持 た な い もの もあ るほ

か, 明 らか に感 情 表 現 も見 られ る。 従 って 技 法 を

次 の三 つ に した。

1. 古 代 元 型 的(宇 宙 表 現 構 造 表 現)

2. 描 写 的(現 実 表 現, 模 倣 表 現)

3. 表 出的(潜 在 表 現 感 情 表 現)

 以 下 具 体 的 な 技 法 を 例 示 す る。

1. ロ シ ァの 舞 踊 評 論 家 のAndre Levinsonは,

バ レエの 表 現 とは 宇 宙 の 再 現 だ と述 べ て い る。 東

洋 に お け る陰 陽説 の 様 に明 瞭 で は な い が, 中 世 以

来 の女 性 尊 重 の風 潮 が, バ レエ ℃テ クニ ッ クに お

け る性 差 を産 ろ 出 して 来 た。 そ れ らは以 下 の様 に

例 示 出来 そ うで あ る。

跳 躍 <Male>tours en I・aire, entrechat

dix, [Female>pas de chat russe

回 転 <M>grande pirouette, <F>

fouette rond de jambs en tournant

姿 態 <M>porte, <F>arabesque penc-

hee,

位 置 移 動 <M>lete en tournant(tour de

reins en manege)CF>pas de bourree

couru,

2. 描写的表現における例は, バレエにおいては,

様式化があまり発展 しなかった。の低次のものは,

役柄がマイムのサイン化となるものが多 く, 男は

現実世界, 女は理想世界を反映すると言っても良

いであろう。

伝統的な “イイ男 ”は, 白ぬりの似合う, たおや

かな男性だったのである。(過 日私がのったタク

シーの運転手さんは, 大そう色白な美男子だった

が, その色の白いのをご自分では恥ずかしがって

おられた)

しか し, この伝統は, 日本舞踊などの世界に残

るのみで, ざん じ変質 しつつあるようだ。一

近松が 「槍の権三」で形容 したような “しんと

んとろりと, 油つぼから出たよな ”男 は, いま

や, 現実には, 価値を失っているようだ。映画評

論家の佐藤忠男氏いわ く,“長 谷川一夫やバ レン

チノ型の, ニヤケタ美男は, 発展途上国の映画に

のみ残っている”。

しか し, ニヤケた男の演劇的, 乃至は芸術的要

請とその価値は, まだ全くなくなってしまったと

は考えられない。

「日本橋」(泉 鏡花)の お孝のセリフではない

が, 全部がマッチョマンになったのでは “世界は

闇 ”というものではなかろうか?(落 合清彦)

<M>現 実世界 ・荒々しいもの ・悪魔的なもの ・滑

稽なもの～ 『白鳥の湖 』の悪魔, 道化,『La fille

mal gardee』 の母親, 馬鹿息子

<F>理 想世界の反映, 妖精的, 理想像的, 気品

ある公序良俗の娘～ 『白鳥の湖 』のOdette, (同

様La Sylphide, Akim Volynskyは ア ンナ ・
パ ブロヴァの白鳥について 「女は本来植物的なも

の」と述べている。), 『Giselle』2幕 の軽さの

表現, 19世紀に見られた女性の男性役travestir

も, 理想世界を描くためのものとして容認された,

のであろう。

(2)高次のものとしては, 例えば二面性の表現が挙

げられる。<M> GiselleのAlbrecht(背 信と,

愛の演技が見ものである)<F>黒 鳥の二面性

(左 方の上手に王妃 ・右方の下手に王子が位置す

るのがスタンダー ドで, 左面がしとやかな娘, 右

面が誘惑する女と遣い分けている。)

3. 表出的表現における例では, 宮廷生活を反映

し, 祝祭的要素が潜在 している。

<M>若 いprince的 で, ほのかな恋の感情『La

sylphide』 のJames,

<F>楽 しさ, 明るさ, 若い娘心の感情を表現し

ている。彼が来るか来ないかを占う『Giselle』

の花占いの様に, 苦悩 ・絶望を長ながと見せるこ

とはなく, 悪い女 ・悪魔的なものは少ない。 これ

がやがて, 近代舞踊 ・現代舞踊の主題 となり過ぎ

たのは反動であろうか。
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原理をまとめると, 根本にはユダヤ～キ リス ト教

に特徴的な, 唯一神, 一一つの結論 ・論理的明析が

あろう。絶対王制 ・宮廷文化, 保護 された女性

日本舞踊の技術と表現<バ レエとの比較>

学会会員に解りやす く見せるための比較である

ことを第 一義に考えた。バ レエと日本舞踊を比較

することが前提になっていたので, まず, バ レエ
の技術と表現の分類を出して もらい, それに合わ

せて構成 した。
バ レエのく古代元型的表現 におけ る宇宙的構

造>に 対しては, <手 ほどき>を 考えた。<手 ほ

どき〉は, 舞踊家の身体の基礎をつくるもので,

女踊(舞)=『 関の小万 』, 男踊(舞)=『 槍奴 』

を例示した。訓練では, 男と女の性を考えないと

いうのが日本舞踊の特長である。男で も女の踊を

きちんと修業 しなければならない。歌舞伎の女方

ということも考えなければな らないが, 日本舞踊

家の女流もまた男方を演 じなければならない。上

方の舞は女流が主体であるが, 歌舞伎は男が主体

で演 じられるということも考えなければならない。
バ レエの<描 写的表現>に あたるものは, 日本

舞踊の表現の多 くの部分を占めている。男と女を

演 じ分ける表現の例として<役 柄>の 表現を考え

た。<役 柄>に は, 歌舞伎の<役 柄>, 舞踊のジ

美 ・処女性の尊重 開かれた王国 ・外旋性 ・上方

性 ・均衡感などと発展するものと思われる。

(若 松美黄)

ヤンル別の役柄, 年令, 職業, 時代と世話などの

役柄, 様々の “役”が考えられる。バ レエの 『白

鳥の湖 』の黒鳥の上 ・下を使い分ける表現に対 し

て,『 双面 』の法界坊の野分姫と法界坊の上 ・下

の使い分けを例示 した(写 真参照)。 また, 歌舞

伎七変化所作事の役柄の使い分けとして舞の 『江

戸土産 』を例示 した。
バ レエの<表 出的表現>は, 日本舞踊では<描

写的表現>と 重なりあっていて, 二つを分けて考

えることが出来ない。 しかし, 日本舞踊ではもう

ひとつ, 構成による表現の違いを抜きには考えら

れない。出端, ク ドキ, 物語, 踊 り地, チラシ,

には, それぞれ異った表現があり, ここでは,『吉

野山 』と『八島 』の物語を例示 した。歌舞伎立役

の勇壮な物語の踊と, 座敷で舞われる女の舞いの

表現の違いを比較 した。

以上, あわただ しく一例を示したにすぎなかっ

たが, 能とバ レエ, かぶきとモダンダンスの比較

など, もっと時間をかけて丁寧にやらなければ意

義が出ないと思った。(平 野 英俊)
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